
 

 

 

日本共産党 

川崎重工委員会 

働く人々の尊厳と能力が輝く職場に 

私たちは 

こんな新しい職場を 

めざしています。 
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企業の社会的責任とは 世界の大きな流れに ･････ 
労働組合の社会的責任とは ･･･････････････････ 
いまの働き方・企業のあり方では未来が危うい 
    そこから抜け出すためには ･････ 
働く人々の尊厳が大切にされ、能力が十分に 
    発揮できる職場をめざして ･････ 
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Kawasaki Report2017  

「『人間尊重』ならびに『健康第一』を旨とし、人財が誇りを持って安全に安心して活き活きと働き

続けられる環境を整備し、事業戦略の実現と地球環境の未来に貢献できる人財の育成に注力し

ていきます。」 

 

     
 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
契約更新ごとに不安で眠れない。 

ちゃんと仕事しても差別される。 

派遣の組合がほしい。 
    （非正規社員） 

 

 

 

給料が安い。とても結婚などでき
ない。（正社員・非正規社員） 

仕事が変わっていないのに、年齢
だけでなぜ減額するのか。 

昇進の基準が不明確だ。 
（正社員） 

 

 

上司のパワハラで何人かが休業に
追い込まれた。（正社員） 

職場環境が悪過ぎる。夏は暑く冬
は寒い。（正社員・非正規社員） 

 

深夜までの長時間残業で家族との
時間がとれない。体がいつまでも
つか心配だ。  

工数削減を非常にうるさく言わ
れ、残業申請できない。 

（正社員） 
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労働の歩みとともに 
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「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する」 （グループミッション） 

「社会的責任を認識し、地球・社会・地域・人々と共生する」 （グループ経営原則） 

「社会と人々から信頼される企業人となる」                 （グループ行動指針） 
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企業は、社会的・公共的な存在ですから、得た利益も公正な分配が求められます。 
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1919  

 

I LOは、 （働きがいのある人間
らしい仕事）を活動の主目標に位置づけています。 
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①要求での団結 

②資本からの独立 

③政党からの独立  

三つの 

原 則 

 

 

 

 

「労働関係の当事者」には、
労働組合も入ります 

上の基本性格

を守り抜くため

に大切なこと 

 

 

労働組合も社会的責任を持っています。それは、 

  



 

 

<注7> 
<注6> 

労働者派遣法の改悪 

  
 

 

・超富裕層の保有金融資産（1人当）    6.3億円（1997年） →   13.5億円（2013年） 2倍 
・労働者の平均年収（役員含む）        467.3万円（1997年） → 420.4万円（2015年） -46.9万円 
・貧困率            14.6％   （1997年） →   16.1％（2012年） OECD34ヵ国の中でワースト6位 
・貯蓄ゼロ世帯          10.2％   （1997年） →   31.0％（2015年） ３倍 

 
GDP 

％ 

雇用者 

報酬 ％ 

イギリス 177 166 

アメリカ 169 158 

フランス 144 150 

ドイツ 138 132 

日本  95  93 

（2000年を100とした場合の
2014年の伸び率） 

労働者全体の賃金を下げた 

200  

労働条件全体が悪化 

 
(2014 )  

 2006 H      1302 H 
 1387 H 

 

少子化・出生数
減が深刻に 

1.44 

2016  

先進国で唯一「成長の止まった国」
「国民が貧しくなった国」 
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1996 26  
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2016 403

(12 69.9 )  

7 

38 
万円 

36 

34 

32 

30 
1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 

40％ 

35 

30 

25 

20 

15 

37.2万円（97年） 

20.9％（95年） 

31.6万円 

37.5％ 

非正規雇用率（％） 

労働者全体の賃金（月平均.万円） 

（月平均）  

<注1> 

<注2> 

<注3> 

<注4> 

<注5> 

<注8> 



 

  

ひとにぎりの機関投資家の利益を大優先する株主資本主義㊟・利潤第一主義では、
「ものづくりの生態系」を壊し、企業および日本の経済・社会の持続性さえも危うい！ 
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政府と機関投資家の号令のもとに「ROIC経営」を推進 
国内でのものづくりの衰退と軍需産業への傾斜が心配 川

崎

重

工 

   

㊟:「企業経営者の使命は株主利
益の極大化」と主張しています。 

なによりも大多数の働く人々と地域を大切にする 
方向に大転換を！ 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 年度 

400 
 
300 
 
200 
 
100 

配当金 

基準賃金 

経常利益 内部留保 

ROIC  
  /  

軍需産業に対する考え： 
戦後日本は、軍事産業の禁止等を内容とするポツダム宣言

を受諾して、戦力の不保持等の平和憲法を“誓い”に国際社会
に復帰しました。また、軍需産業は、国民の血税によって成り 

立っており、再生産に結びつきにくく、その拡大は国民生活と
経済を疲弊させます。 
これらの理由により、当面、軍需産業のこれ以上の拡大を

やめ、漸次、平和産業に転換すべきと考えています。 

 

「ROIC経営」で株主配当が急増 
基準賃金はずっと据え置き 

<注9> 
2010年度を100とした場合の推移 
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「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞  

日本の経済に、日本のすべての働く人に、本当の活力を生み出すために。 
「正しいことを、正しく行っている企業」を表彰します。 （ホームページ https://taisetu-taisyo.jimdo.com/） 
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具体的内容 

 

10 

  

 

 

●賃金  ：
8  

 

●雇用  ：
 

 

●労働時間：
36 45
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●安全衛生：
 

  
 

●男女平等：

 
     

●労働組合：
 

  
 

 

 



 

 

 

 困ったときはお気軽にご相談ください 
職場の出来事や情報もお寄せください 
TEL & FAX：078-341-3236 
E-mail：spum69u9@pony.ocn.ne.jp 
ホームページ http：//www.jcp-kawajyu.jp/ 

日本共産党 
川崎重工委員会 

201８年 

 
 しんぶん赤旗しんぶん赤旗しんぶん赤旗   日刊紙日刊紙日刊紙   

日曜版日曜版日曜版   

月3497円 
●毎朝お宅にお届けします 

月823円 
●ご家族でお読みいただけます 

新しい政治へ 
本気で報道します 
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